
リユ－スびんの現状と課題 

 

 全国びん商連合会  吉川康彦 
             写真 京都市上京区鵜飼酒店で撮りました 

        



全国びん商連合会のご紹介 

全国びん商連合会４２９社 

うち約３０社が洗びん業(平成２９年６月現在) 

 

東京・大阪など大きな都市に多く所在 

洗びん業者は灘・伏見・九州・新潟に多く所
在  高齢化・後継者不足 

 
起源 

 戦後の物資の乏しい時代に起業 

 樽屋、木箱の製作会社 

 統制時代のしょうゆ販売会社の特約店 

 小売酒販店の副業 



リユースびんの流れ 

全国びん商連合
会ホームページ
より 

びん商の標準的な法人規模は個人事業者から従業者数数名程度、びん
問屋は数十人程度。一升瓶、ビ－ル瓶の減少に伴い、不動産賃貸業や運
送など兼業の業者も多い。週３日だけ業務を行う会社も。 

 

一升瓶は相場で価格が決まる。デポジットではない 

ビールびんは固定価格＆デポジット 



びん商はダムの役割 



洗びんと検査工程 





全びん連会員数の推移 
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 全びん連地区別会員数 平成３０年３月現在 

地区団体 29.4.1現在   増減 30.3.31現在 

北海道 22   0 22 

東北 42   0 42 

群馬 7   0 7 

栃木 4   1 5 

茨城 4   0 4 

埼玉 4   0 4 

千葉 7   -2 5 

東京 112   -5 107 

神奈川食 25   0 25 

神奈川壜 5   -2 3 

山梨 4   0 4 

静岡 12   -1 11 

中部 23   -1 22 

北陸 7   0 7 

和歌山 5   0 5 

京都 10   0 10 

大阪 43   0 43 

兵庫 20   -1 19 

中四国 23   0 23 

九州 46   -1 45 

個人 4   0 4 

合計 429   -12 417 



日本国内の容器総需要数は約６８０億本   

国民一人あたり年約５６０本 

■■■本数ベースのリユース率の推移（試算結果）■■■ 

    2003年 2006年 2009年 2012年 2015年 

    平成15年 平成18年 平成21年 平成24年 平成27年 

①ガラスびん 百万本 7,253 6,898 6,505 6,405 6,356 

②リユースびん 百万本 4,765 3,983 3,407 2,805 2,324 

③スチール缶 百万本 14,489 12,685 12,110 11,198 7,184 

④アルミ缶 百万本 17,740 18,360 18,244 19,121 22,200 

⑤PETボトル 百万本 12,600 15,900 16,700 17,900 20,500 

⑥紙容器 百万本 9,880 10,448 9,918 9,846 9,446 

合計 百万本 66,727 68,273 66,884 67,275 68,010 

リユース率（本数） % 7.1% 5.8% 5.1% 4.2% 3.4% 

出典：三菱ＵＦＪリサ－チ＆コンサルティング 加山氏と全びん連 吉川の共作 



容器の種類別シェアの推移 



ガラスびん３Ｒ促
進協議会ＨＰより 

引用 



（単位：千本） 
No. 出荷数量 平成13年度 平成16年度 平成19年度 平成22年度 平成25年度 平成28年度 

1 日本酒 220,911 152,690 129,942 100,456  82,905 72,762 

2 焼酎（連続式） 10,585 6,454 4,389 5,455  2,068 1,904 

3 焼酎（単式） 60,632 76,642 83,118 45,866  48,976 41,145 

4 合成酒 3,428 1,623 1,166 829  621 399 

5 味 淋 8,393 5,501 4,637 3,377  2,684 1,951 

6 その他酒類 4,757 3,516 4,798 3,610  2,906 3,151 

7 醤 油 58,345 43,983 30,171 24,146  14,798 9,614 

8 食用酢 12,208 8,882 5,989 3,790  2,832 2,075 

9 その他調味料 6,097 3,754 2,745 1,385  713 434 

10 その他 385 344 235 148  55 362 

  出荷量合計 385,741 303,389 267,190 189,062  158,558 133,797 

  （指数） 100.0% 78.7% 69.3% 49.0% 41.1% 34.7% 

  新壜購入量 64,572 62,678 66,196 50,903  52,104 47,722  

  （指数） 100.0% 97.1% 102.5% 78.8% 80.7% 73.9% 

  回収壜購入量 317,797 240,009 198,960 137,110  102,724 88,382  

  （指数） 100.0% 75.5% 62.6% 43.1% 32.3% 27.8% 

  うち壜商購入数 217,217 172,230 147,663 99,212  78,975 69,531  
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 １．８Ｌびん用途別出荷本数の推移  出典：１．８Ｌびん再利用事業者協議会 



一升瓶の出荷本数と自主回収率の推移 

１．８Ｌびん再利用事業者協議会の資料をもとに、ダイ
ナックス都市環境研究所が作成 



全びん連洗壜本数の推移 
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資料：全国びん商連合会 

全びん連加盟店の集計 



一升瓶の業者間取引価格の推移     

びん余剰による取引価格の
下落 

平成９年容リ法 

一部施行 

小売酒販免許の緩和 

2001年1月には販売店間に一定の距離を
置く｢距離基準｣、2003年9月には地域ごと

に人口当たりの免許枠を定めていた｢人口
基準｣がそれぞれ廃止 



清酒出荷石数推移とびん比率の減少 

農林水産省ＨＰより引用、日本酒造組合中央会調べ 

２９９万石出荷のう
ち１．８Ｌ比率  

  ２４％ 

 

紙製容器の比率 
（２０１６年） 
上位１５社の出荷量 

   １７４万石 

 

上位１５社の紙パック商
品出荷量 

    ８８万石 

紙パック商品比率  

    ５１％ 
 

日刊経済通信社調べの
デ－タより推計 

 



本格焼酎出荷数量推移 
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国税庁調べ 
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出荷数量上位１５社の
合計出荷量に占める紙
パックとペットボトル 

の比率 

 

５６．４％ 

 

 
酒類食品統計月報の資料より
吉川が算出 

 



ビール類容器別構成比の推移 

ビール類〈ビール・発泡酒・新ジャンル〉合計 

酒類食品統計月報 ２００８年７月号、２０１０年１１月号、０１７年１１月号より集計 

Ｒびん計, 14.4 
Ｒびん計, 9.8 Ｒびん計, 8.5 

業務用樽, 17.5 
業務用樽, 17.6 業務用樽, 19.2 

缶, 68 
缶, 72.5 缶, 72.3 
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一升びんのダンボ－ル出荷の推移 

平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 

ダンボ－ル箱 44,003 46,017 45,659 40,877 41,408 39,571

レンタル箱、県P、自社箱 123,811 118,488 112,899 101,912 102,699 94,226

ダンボ－ル出荷比率 26.2% 28.0% 28.8% 28.6% 28.7% 29.6%
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剥離出来ないラベルと茶・ＥＧ以外の一升瓶の増加 



リユースびん減少の原因 

• リサイクルだけを推進する容リ法。リユースを推進する法整備
の欠如。拡大生産者責任が骨抜き状態なため、ワンウエイびん
とリユ－スびんが同じ土俵になく、リユ－スびんが不利な社会
の仕組みとなっていること。現状では製造者に対し、容器リユー
スを前提として商品設計の動機を与えない。 

• 消費者のライフスタイルの変化・住居環境と核家族化の進行 

• 小売の業態変化・まちの都会化 

   コンビニエンスストア・スーパーマーケットなど 

   リユースびん商品を販売しない新業態店舗の増加 

   シャッター街化 

• 品質に対する要求の高まり。メディアの過剰な製造者たたき  

• 多品種少量生産の常態化 

 



減少しつつある酒類小売店 

 平成６年(１９９４年)より酒類小売業免許の抽選制が始まり、付与条件の緩和が始まる 

   

 

  リユースびんを回収しないコンビニ・スーパーでの酒類小売が増加し、 

   従来の酒販小売店が激減 

 

   従来の一升瓶・ビールびんなどのリユース瓶の回収拠点が減り、 

   消費者のリユース瓶離れが進む 

  

業態別シェアの推移（国税庁実態調査＆全国醸界新聞より） 

                       １９９０  １９９５  ２０００      ２０１５  

一般小売店等の従来の酒販店   ８３．５％ ６５．４％ ４３．０％   ２５．７％ 

ＣＶＳ・スーパー・ＤＳ等新業態    １６．５％ ３４．６％ ５７．０％   ７４．３％ 

 

      



全国醸界新聞 平成２６年９月１２日 記事より抜粋 



  中容量リユ－スびんの可能性 

• 新壜と再使用びんの価格 

• 吹製最低ロットの売れ先の確保 

 新壜１日吹製２０万本、回収率８割として最低年間１００
万本以上の市場が必要（回収ロットになりうるエリアで） 

• P箱の調達 

• マ－クをどうするか 

 

 

 

 



新たな取り組み  

 

①(株)やまや様、やまや商流(株)様の９００茶びんのリユ－ス化 



ワタミ(株)作成資料より引用 

新たな取り組み   

 

②ワタミ(株)様との取り組み  関西エリア６２店舗 



新たな取り組み   

 

③酒販店への招布（まねぎ）の配布 
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• 平成２９年１１月末現在，まち美化事務所や区役
所・支所，商業施設等の市内１５８箇所（うち，酒販
協力店２２店舗）に京都市が作製した回収ボックス
を設置し，一升びん，ビールびんを回収対象として
回収を実施している。 

 
※酒販協力店は，市が直接回収するものではなく， 

  酒販店店頭にて市民からびんを回収し，京都 

  硝子壜問屋協同組合やビールメーカーに戻す 

  ことでリユースを推進している。 

 

• 市民が排出したリユースびんについては，市からの
委託により，京都硝子壜問屋協同組合（びん商，１
０社）が回収・運搬，選別を行う。その後，同組合に
て，洗浄・検査を行い，リユースを推進している。 

 

 
 

京都市が行うリユースびん回収事業  概要 



最近の動向 

 日本酒造組合中央会「一升びんの再使用率向上策の調査研究」 

 環境省「我が国のびんリユ－スシステムの在り方に関わる検討会」 

 びんリユ－ス推進全国協議会 ２０１１年９月設立 

 宮城、秋田、福島、東海、奈良、大阪などのびんリユ－ス推進協議会設立 

 循環型社会形成推進基本計画 ２０１３年度の見直しにおいて 

  「２Ｒ」 「リユ－スびん」推進の記述 

 公的機関の物品購入基準を定めた「グリ－ン購入法」において、リユ－スびん
を推奨する記述が追加   

 Ｈ２６年８月２７日環境省内の２Ｒ推進 北川環境省副大臣発表 

  環境省の会議でのリユ－スびん飲料の採用が始まる 納入はカクヤス 

 

 Facebook内のグル－プ「びんリユ－ス団」での情報交換 

 



世界の動向 

    脱炭素、プラスチックフリ－への動き 

 



まとめ 
• 家庭消費のリユ－スびんの激減、回収拠点であった酒販店の減少、高齢

化に伴い廃業する事業者が増加。 利益商材であった一升瓶の慢性的な
減少傾向が最大要因。 

• 居酒屋等の業務用市場における一升瓶需要は清酒人気の回復により減
少が緩和 

• 小売酒販業の業態変化で一升瓶が発生する店が集約化され、回収量が
偏在化。 

• 東京都、京都市等、行政の業務委託による回収は増加 

• ダンボ－ル出荷の増加によるP箱不足、P箱レンタル会社の新箱投入数
の増加。 バラびんの発生増加。 

• 洗びんに支障をきたす剥離し難いラベルの増加 

• リユ－ス不可能な茶、ＥＧびん以外の色壜、フロストびんの増加 

• 飲食店におけるワイン・ウイスキ－等が増え、トラック積み荷の１／３がワ
ンウエイびんというケ－スも。 

• 家庭より排出され自治体回収されたリユ－スびんのほとんどはリサイクル
処理され破壜される。２Ｒ重視の法律改正が不可欠。脱炭素の潮流は追
い風となりうる 

 

 



ご静聴いただき、ありがとうござ
いました。 


